
 

 

 

 

 

２０１１年３月１１日 午後２時４６分 
日本列島は国内観測史上最大規模の猛烈な揺れに見舞われました。 

  東北地方の太平洋沿岸を襲った巨大津波、 そして東京電力福島第 1 原発事故

という未曽有の複合災害は、 約 1 万５９00 人もの尊い命を奪い、 今なお

2500 人以上の行方が分かっていません。当たり前の暮らしや営みが失われた

あの日を、 私たちは決して忘れません。（※ 数字は 2025 年３月１日時点） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

其の十一「東日本大震災」をふりかえる 

令和 ７年 ３月 

「東日本大震災の概要①」 

「マグニチュード９．０」 
東日本大震災は、２０１１年３月 11 日 14 時 46 分頃に発生。三陸沖の宮城

県牡鹿半島の東南東 130km 付近で、深さ約 24km を震源とする地震でした。

マグニチュード（Ｍ）は、１９５２年のカムチャッカ地震と同じ 9.0。これは、日本
国内観測史上最大規模、アメリカ地質調査所（ＵＳＧＳ）の情報によれば１

９００年以降、世界でも４番目の規模の地震でした。 

 

「最大震度 ７ 続く余震・・・」 
この地震による震度は、宮城県北部の栗原市で最大震度７が観測された他、宮城県、福島県、茨城

県、栃木県などでは震度６強を観測。北海道から九州地方にかけて、震度６弱から震度１の揺れが観

測されました。 その後も強い揺れを伴う余震が多数観測されています。気象庁によると、４月７日に宮城

県沖を震源として発生した震度６強の余震をはじめ、５月 31 日までに発生した余震は、最大震度６強が

2 回、最大震度６弱が 2 回、最大震度５強が６回、最大震度５弱が 23 回、最大震度４が１３５回観測さ

れました。 
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※ 参考：内閣府「防災情報のページ 特集 東日本大震災」 

～３・１１ あの日から１４年・・・～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「未曽有の大津波」 
今回の大震災では、岩手、宮城、福島県を中心とした太平洋沿岸部を巨大な津波が襲いました。 

各地を襲った津波の高さは、福島県相馬では 9.3m 以上、岩手県宮古で 8.5m 以上、大船渡で８.0m

以上、宮城県石巻市鮎川で 7.6m 以上などが観測（気象庁検潮所）されたほか、宮城県女川漁港で

14.8m の津波痕跡も確認（港湾空港技術研究所）されています。また、遡上高（陸地の斜面を駆け上が

った津波の高さ）では、全国津波合同調査グループによると、国内観測史上最大となる 40.5m
が観測されました。 

「大量の帰宅困難者、液状化現象」 
震度５強が観測された首都圏では、交通機関が不通となったため、大量の帰宅困難者が発生する事

態となりました。徒歩で帰宅を試みる人々で歩道は大混雑。また、帰宅できなかった多くの人々が勤務先

や駅周辺あるいは、都が開設した一時収容施設等で一夜を明かしました。関東では、茨城、千葉、東京、

埼玉、神奈川の広い範囲で液状化現象が発生しました。重いマンホールが持ち上がるほどの砂の噴出

や、家屋、電信柱などの傾斜や沈下、また、水道、電気、ガスといったライフラインが一時ストップする被害

が生じました。 

「東日本大震災の概要②」 

※ 参考：神戸新聞 NEXT 「年表でたどる 阪神・淡路大震災」 

年表でたどる東日本大震災 

「東日本大震災発生から１４年のあしあと」 
年 主なできごと等 

２０１１年 
3/9 宮城県北で震度５弱の地震発生 

3/11 午後２時４６分 東日本大震災発生 

２０１２年 
2/10 復興庁が発足  
3/31 岩手、宮城、福島３県のプレハブ住宅入居者ピーク（11 万 6565 人） 
5/ 5 国内の全原発が停止 

２０１３年 
7/10 岩手県陸前高田市の「奇跡の一本松」復元 
11/3 プロ野球 東北楽天が初の日本一 

２０１４年 
2/15 ソチ冬季五輪フィギュアスケート男子で 

羽生結弦選手（仙台市出身）が金メダル 
２０１５年 3/21 JR 石巻線が全線再開  宮城県女川町でまちびらき 
２０１６年 11/22 福島県沖で M７．４の地震  仙台港で１．４メートルの津波を観測 

２０１７年 
3/ 3  南三陸志津川さんさん商店街（宮城県南三陸町）が新オープン 
5/30 復興庁、全国で震災避難者９万６５４４人と発表（１０万人下回る） 

２０１８年 
2/17 平昌冬季五輪フィギュアスケート男子で 

羽生選手が２大会連続の金メダル 
２０１９年 1/19 岩手県大槌町旧役場庁舎の本体解体始まる 

２０２０年 
 3/14 JR 常盤線が全線再開 
 4/28 宮城県内のプレハブ仮設住宅入居者がゼロに 

２０２１年 
2/13 宮城、福島で震度６強を観測  福島市で死者１人 
3/11 東日本大震災から１０年 
3/25 １年延期された東京五輪の聖火リレーが福島県内から出発 

２０２２年 5/11 宮城県が新･津波浸水想定を発表 

２０２３年 
1/31 仙台市の震災遺構「荒浜小」がリニューアル 
8/24 福島第１原発の処理水海洋放出開始 

２０２４年 1/1  石川県能登半島で最大震度７の地震発生 能登地方に大津波警報 
 

※ 参考：河北新報社 HP「東日本大震災 特設サイト」 

※ 参考：内閣府「防災情報のページ 特集 東日本大震災」 



 

 

 

 

 

「釜石の奇跡」 
東日本大震災の大津波が東北地方沿岸部に甚大な被害を及ぼした中、岩手県

釜石市内の児童・生徒の多くが無事でした。この事実は『釜石の奇跡』と呼ばれ、大

きな反響を呼んでいます。中でも、海からわずか５００ｍ足らずの近距離に位置して

いるにもかかわらず、釜石市立釜石東中学校と鵜住居（うのすまい）小学校の児童・

生徒、約５７０名は、地震発生と同時に全員が迅速に避難し、押し寄せる津波から生

き延びることができました。積み重ねられてきた防災教育が実を結び、震災発生時

に学校にいた児童・生徒全員の命を大津波から守ったのです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

其の十二「東日本大震災」をふりかえる 

令和 ７年 ３月 

「編集者による被災地訪問日記」① ～釜石の奇跡とは…～ 

「釜石の奇跡…！？」 
令和６年１１月１４日、１５日に岩手県の被災地を訪れました。震災当時、釜石東中学校の生徒であった

方（以下、岩手さん〈仮名〉）からお話を聞いてきました。そのお話を紹介します。 

上記に書かれている、地震発生後の児童・生徒の避難行動は、「釜石の奇跡」と呼ばれていますが、岩

手さんはこうおっしゃっていました。 

 

「釜石の奇跡じゃない、釜石の出来事です。」 
「なぜなら、防災学習をしていたからです。」 

「被災するまで、学校で訓練などの防災学習を行っていて・・・ 

先生に教えてもらっていたことを踏まえて、ただ行動しただけです。」 

「日頃の訓練や防災教育の当然の 
『成果』、『賜物』であり、『奇跡』ではない」 

 

「どんな訓練をしていたか？」 
津波の体験をする学習を行った。 
実際に津波はどんな高さなのか？どれくらいのスピードか？ 
先生が運転する車と競走して、津波の速さを体感する。 
                               ※ 参考：ウサインボルト（１００ｍ ９．５８秒） 

                                 時速に換算すると、約３７．６km 
 
 
 

津波の速さは、時速３６km 
実際に釜石の街を襲った津波の高さは、１５．１ｍ 
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津波の速さには勝てない 
だから一刻も早く逃げないと！ 

（参考：５０ｍ走を７．０秒で走ると時速２５．７km） 

楽しみながら学ぶことで 
「命」が救われた 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「どのように津波から逃れたのか」 
○１４時４６分 地震発生（大きな揺れで２～３分揺れていた） 
 ・揺れが収まり、津波が来ると思い、学校にいた生徒はすぐにグラウンドに

避難し、整列・点呼を始めた。 

  （教師は職員室におり、教師からの指示が出る前に避難行動を開始した。） 

 ・副校長先生が放送で指示をしようとしたが、地震による停電のため、放送機器が使用できなかった。 

 ・とにかく逃げることを優先し、点呼なしで避難を開始した。 

※ この間、約５分以内の出来事であった。 
 

○避難開始「ございしょの里」（海抜４ｍ）へ向かう 
 ・坂道を歩いて１０分のところにあるグループホーム「ございしょの里」の駐車場が避難所となっていた

ため、そこを目指して避難を始めた。 

・「ございしょの里」に到着（１４時５５分） 

 ・「ございしょの里」では、裏山ががけ崩れを起こしそうになっていたことや、地域の方の助言もあった

め、さらに３００ｍ離れた高台にある「ヤマザキデイサービス」へ向かうことにした。（１５時１０分） 

 

○再度、避難開始「ヤマザキデイサービス」（海抜１５ｍ）へ向かう 
・小学生と手をつなぎ、一緒に避難した。（とっさに先生が指示を出した） 

・「ヤマザキデイサービス」に到着し、整列、点呼をしていたら津波が迫って

きているのが見えた。津波は真っ黒な塊… 

  ・「ヤマザキデイサービス」に滞在したのは、２～３分であった。 

                                「ヤマザキデイサービス」の駐車場👉 
○津波襲来！（１５時１７分） 
・約５７０名の小中学生、保護者、保育園児、地域の方、合計約１,０００名がパニック状態に。 

（人々の叫び声や泣き声、ゴォォォ‥・と迫ってくる津波の音が聞こえる） 
・１人１人の判断によって、さらに高台へ・・・ 

 

○さらに高台へ！ 「恋の峠」（海抜４４ｍ）を目指して（１５時１７分～１５時３０分） 
・「今、死ぬかもしれない」という不安を抱きながら、みんなで助け合って避難を続けた。 

・海抜４４ｍの「恋の峠」に到着。町の景色を見ると、町全体が海のようになっていた。 

・ようやく津波から逃げきれた。再度点呼を取り、全員の無事が確認できた。 

・あと５分避難が遅れていたら、助からなかった…。 

・町全体で「防災学習」をしていたおかげで助かった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ヤマザキデイサービス」の横の道から町を臨む      「恋の峠に上がる最後の上り坂」 

 

「編集者による被災地訪問日記」② ～釜石の出来事とは…



 

 

 

 

 

「写真で振り返る被災地訪問日記」 
昨年１１月に岩手県陸前高田市を訪れました。陸前高田市は、岩手県南東部の

太平洋沿いに面する町で、東日本大震災による津波で大きな被害を受けた町です。

今年からアメリカ MLB ナショナルリーグ所属のロサンゼルス・ドジャースへ入団した

佐々木朗希選手の出身地でもあります。佐々木選手も自身が、小学校４年生の時に、

東日本大震災が発災し、佐々木選手の父親や祖父母が亡くなっています。 

本号では、編集者が岩手県陸前高田市を訪れた際に、撮影した写真を基に、訪

問日記を掲載します。津波による被害が、とても大きかったことを感じとってください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

其の十三「東日本大震災」をふりかえる 

令和 ７年 ３月 

「編集者による被災地訪問日記」① ～奇跡の一本松～ 

震災遺構「奇跡の一本松」 
東日本大震災津波被災前、「奇跡の一本松」の東側に広がってい

た「高田松原」の約 7 万本の松林は、江戸時代の防風・防潮林とし

ての植林がその始まりでした。その後、津波多発地帯であった三陸沿

岸には、１８９６年（明治２９年）の明治三陸地震津波、１９３３年（昭和

８年）の昭和三陸地震津波、１９６０年（昭和３５年）のチリ地震津波

など何度も大津波が襲来、沿岸住民に多大な被害を及ぼすとともに

多くの松も枯死するなどの被害を受けてきました。 

しかし、「奇跡の一本松」は、その度に津波被害を乗り越え、生き残

ってきました。大津波に耐えて残った姿から、復興への「希望の象徴」

となりました。（＊樹齢は 173 年 高さは 27.5m） 

 

震災遺構「陸前高田ユースホステル」 
「陸前高田ユースホステル」は、高田松原公園内にあった宿泊施設でし 

た。１９６９年（昭和４４年）竣工の鉄筋コンクリート２階建て、玄関ホールを中

心に左右に客室がのびた美しい建物でした。２０１１年（平成２３年）１月か

ら休館中であったため、東日本大震災の発災当日は、無人でした。 

「奇跡の一本松」はこの建物があったことで、津波の直撃を免れ、倒れる

ことなく、残ったと考えられています。 
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「陸前高田の防潮堤」（第二線提） 
 
 
 
 
 
 
 
 
海抜１２．５ｍ（震災前は５．５ｍであった）、全長１．８ｋｍ 
 震災前よりはるかに大きな防潮堤を建設した。それでも、地震が発生した際には、津波から町が守られ

て、安心ができるというわけではない。あくまで、町に津波が押し寄せる時間をかせぐためのものである。

そのため、地震が発生した際には、これまでと同じように、速やかに高台に避難をすることが求められます。 

 

震災遺構「気仙中学校」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気仙中学校は、１９４７年（昭和２２年）創立。被災時は、津波が気仙川の堤防を越えてからわずか数分

で校舎３階近く（１４．２ｍ）に達しました。学校にいた生徒達は、日頃の安全教育の成果を発揮し、津波到

達前に全員避難し、無事でした。 

「編集者による被災地訪問日記」② ～防潮堤など…～ 

コラム「編集者のひとりごと・・・」～被災地を訪れて…～ 

 街並みを見ていると、海側から内陸に向かって、数百ｍから２ｋｍほど、何も建物がない場所がある。ある

いは、ここ数年で建ったのであろう綺麗な建物が建っている。 

「ここまで津波が押し寄せたのか…」と一目でわかる。海沿いの町は、どこも震災前と大きく

景色が変わってしまった。震災から１４年が経ちましたが、まだまだ復興まで道半ばです。遠く東北に思い

を馳せ、今の被災地のことを知り、復興に向けて共に歩む気持ちを持てるといいですね。 

「過去」は我らの糧となり、「未来」は我らの夢となる 


